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【補正の内容】
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【請求項１】
　PPAR-ガンマ アゴニストの使用に起因する有害作用の防止のための、アセチル L-カル
ニチンまたはその医薬上許容される塩を含む医薬組成物。
【請求項２】
　PPAR-ガンマ アゴニストが、式(I)のスピロラキシン
【化１】

ならびにログリタゾン、ピオグリタゾンおよびロシグリタゾンからなる群から選択される
グリタゾン誘導体からなる群から選択される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　有害作用が、骨粗鬆症、体重増加および浮腫からなる群から選択される、請求項１また
は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　アセチル L-カルニチンの医薬上許容される塩が、塩化物、臭化物、オロト酸塩、アス
パラギン酸塩、酸アスパラギン酸塩、酸クエン酸塩、クエン酸マグネシウム塩、リン酸塩
、酸リン酸塩、フマル酸塩および酸フマル酸塩、フマル酸マグネシウム塩、乳酸塩、マレ
イン酸塩および酸マレイン酸塩、シュウ酸塩、酸シュウ酸塩、パモ酸塩、酸パモ酸塩、硫
酸塩、酸硫酸塩、グルコースリン酸塩、酒石酸塩および酸酒石酸塩、グリセロリン酸塩、
ムケート、酒石酸マグネシウム塩、2-アミノ-エタンスルホン酸塩、2-アミノ-エタンスル
ホン酸マグネシウム塩、メタンスルホン酸塩、酒石酸コリン塩、トリクロロ酢酸塩ならび
にトリフルオロ酢酸塩からなる群から選択される、請求項１～３のいずれかに記載の医薬
組成物。
【請求項５】
　活性成分としてアセチル L-カルニチンおよび PPAR-ガンマ アゴニストを含み、かつ、
１以上の医薬上許容される希釈剤および/または賦形剤を含んでいてもよい、医薬組成物
。
【請求項６】
　PPAR-ガンマ アゴニストが、請求項２の式(I)のスピロラキシンならびにログリタゾン
、ピオグリタゾンおよびロシグリタゾンからなる群から選択されるグリタゾン誘導体から
なる群から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　活性成分が、錠剤、小袋、カプセルまたはバイアルの形態における経口投与または非経
口投与に適した固体または液体の形態である、請求項５または６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　活性成分が、同時投与のための単一の医薬形態である、請求項５～７のいずれかに記載
の医薬組成物。
【請求項９】
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　活性成分が、別々の容器中に存在し、かつ、協調した逐次的方法で投与される、請求項
５～８のいずれかに記載の医薬組成物。
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